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古
代
路
を
駆
け
抜
け
て

２
８
０
点
の
作
品
展
示

２
８
０
点
の
作
品
展
示

２
８
０
点
の
作
品
展
示

ま
ち
づ
く
り
で
交
流

ま
ち
づ
く
り
で
交
流

ま
ち
づ
く
り
で
交
流

　

県
内
の
Ｃ
Ｓ
Ｏ（
市
民
社
会
組
織
）

同
士
の
交
流
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
る
第
３
回
地
域
人
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
が
、
２
月
５

日
、
神
埼
町
の
神
幸
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
県
内
に
あ
る
Ｃ
Ｓ
Ｏ
関

係
者
が
参
加
し
、
神
埼
市
周
辺
の
Ｃ

Ｓ
Ｏ
の
取
り
組
み
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
セ
ミ
ナ
ー

や
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
デ
フ
レ
の
正
体
」

の
著
者
で
あ
る
藻
谷
浩
介
さ
ん
を
迎

え
「
Ｃ
Ｓ
Ｏ
団
体
活
動
の
道
し
る
べ
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
全
国
で
実
績
を
上
げ
て
い
る
Ｃ

Ｓ
Ｏ
の
実
例
を
挙
げ
た
講
演
に
、
熱

心
に
メ
モ
を
取
る
姿
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

百
手
祭
で
一
年
占
う

火
災
か
ら
文
化
財
守
る

七
福
神
が
福
招
く

人
生
の
目
標
や
夢
に
向
け

人
生
の
目
標
や
夢
に
向
け

人
生
の
目
標
や
夢
に
向
け

次
郎
物
語
の
か
る
た
大
会

次
郎
物
語
の
か
る
た
大
会

次
郎
物
語
の
か
る
た
大
会

　
サ
ミ
ッ
ト
の
最
後
は
、
交
流
会
が

行
わ
れ
、
参
加
者
同
士
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　

会
場
の
外
で
は
、
佐
賀
県
に
１
台

し
か
な
い
ベロ
タ
ク
シ
ー
（
自
転
車
タ

ク
シ
ー
）
が
お
目
見
え
し
、
試
乗
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
幸
館
か
ら
ひ
の
は
し
ら
一
里
塚

ま
で
を
片
道
15
分
で
巡
る
コ
ー
ス
に

30
人
が
試
乗
し
、「
車
で
は
普
段
気

づ
か
な
い
景
色
に
新
た
な
発
見
も

あ
っ
た
」「
風
を
体
に
感
じ
、
心
地
よ

か
っ
た
」
な
ど
反
応
も
上
々
で
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
１

日
か
ら
５
日
ま
で

県
内
の
Ｃ
Ｓ
Ｏ
の

取
り
組
み
を
ま

と
め
た
パ
ネ
ル
展

も
開
か
れ
ま
し

た
。

　

次
郎
物
語
を
題
材
に
し
て
作
成
さ

れ
た
絵
札
を
使
っ
た
「
次
郎
か
る
た

大
会
」
が
、
２
月
８
日
、
千
代
田
東

部
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
埼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
神
埼

支
部
主
催
の
趣
味
の
作
品
展
が
、
１

月
30
日
か
ら
２
月
１
日
ま
で
の
３
日

間
、
神
埼
市
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。

　
こ
の
作
品
展
は
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
10
年
程
前
か
ら
行
わ
れ

て
お
り
、
今
回
は
、
会
員
の
編
み
物

や
写
真
な
ど
の
作
品
２
８
０
点
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
31
日
に
は
、
囲
碁
将

棋
大
会
も
開
か
れ
、
大
雪
に
も
負
け

ず
、
盤
上
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
次
郎
か
る
た
は
、
同
校
の
６

年
生
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

利
用
し
て
、
次
郎
物
語
第
１
部
か
ら

39
枚
の
原
画
を
作
成
し
、
昨
年
12

月
に
完
成
し
た
ば
か
り
で
す
。

　

当
日
は
、
６
年
生
が
進
行
役
と

な
り
、
１
年
生
か
ら
５
年
生
94
人
を

縦
割
り
に
し
、
16
班
の
対
抗
戦
で
勝

敗
を
競
い
ま
し
た
。「
本
当
は
次
郎

が
食
べ
た
よ
玉
子
焼
き
」「
光
っ
て
る

お
民
の
目
に
似
た
北
極
星
」
な
ど
、

次
郎
物
語
の
世
界
を
再
現
し
た
個

性
豊
か
な
絵
札
を
取
り
合
い
ま
し

た
。
ま
た
、
原
画
作
成
者
か
ら
場
面

の
説
明
を
受
け
、
次
郎
物
語
の
世
界

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

次
郎
か
る
た
は
、
全
部
で
１
０
０

セ
ッ
ト
を
作
成
。
６
年
生
全
員
と
各

学
年
、
下
村
湖
人
生
家
、
千
代
田
町

内
の
小
学
校
な
ど
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

武
家
社
会
で
行
わ
れ
た
元
服
に
ち

な
み
、
14
歳
に
な
っ
た
中
学
２
年
生

を
祝
う
立
志
式
が
、
２
月
３
日
、
千

代
田
中
学
校
で
行
わ
れ
、
２
年
生
１

０
７
人
の
代
表
３
人
が
人
生
の
目
標

や
夢
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

式
の
後
、
神
埼
町
在
住
で
㈱
福

岡
ヤ
ク
ル
ト
工
場
の
仲
田
弘
昭
社
長

が
「
こ
れ
か
ら
の
君
た
ち
へ
〜
働
く

こ
と
〜
」
と
題
し
て
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
仲
田
さ

ん
は
、「
学
生
の
間
に
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
を
見
つ
け
、
世
の
中
の
変

化
を
恐
れ
ず
前
向
き
に
生
き
て
下
さ

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
神
埼
中
学
校
で
、

２
月
10
日
に
脊
振
中
学
校
で
も
立
志

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
も
お
目
見
え
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古
代
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駆
け
抜
け
て

古
代
路
を
駆
け
抜
け
て

古
代
路
を
駆
け
抜
け
て

２
８
０
点
の
作
品
展
示

ま
ち
づ
く
り
で
交
流

百
手
祭
で
一
年
占
う

百
手
祭
で
一
年
占
う

百
手
祭
で
一
年
占
う

火
災
か
ら
文
化
財
守
る

火
災
か
ら
文
化
財
守
る

火
災
か
ら
文
化
財
守
る

七
福
神
が
福
招
く

七
福
神
が
福
招
く

七
福
神
が
福
招
く

人
生
の
目
標
や
夢
に
向
け

次
郎
物
語
の
か
る
た
大
会

　
１
月
23
日
、
第
17
回
吉
野
ヶ
里

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
ｉｎ
神
埼
市
（
神
埼
市

体
育
協
会
・
佐
賀
新
聞
社
主
催
）

が
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
に
は
、
市
内
外
か
ら
約
１
，

５
０
０
人
が
参
加
し
、
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
よ
う
と
懸
命
に
走
る
選
手

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
む
親
子
な
ど
、

弥
生
の
風
を

感
じ
な
が
ら

駆
け
る
参
加

者
に
は
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

特
別
賞
と
し
て
大
会
当
日
に
誕
生

日
を
迎
え
た
神
埼
球
友
ク
ラ
ブ
の
片

江
莉
己
く
ん
（
神
埼
町
）
を
は
じ
め

６
人
に
今
回
初
め
て
「
お
誕
生
日

賞
」
を
、
ま
た
、
岩
手
県
奥
州
市
か

ら
参
加
し
た
髙
槻
譲
さ
ん
、
く
み
子

さ
ん
ご
夫
妻
に
「
遠
来
賞
」、
79
歳

で
参
加
さ
れ
た
音
成
市
次
さ
ん
（
神

埼
町
）
に
は
、「
最
高
齢
者
賞
」
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
大
会
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

千
代
田
町
姉
地
区
に
古
く
か
ら
伝

わ
る
伝
統
行
事
「
姉
の
七
福
神
」
が

２
月
６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

姉
の
七
福
神
は
、
無
病
息
災
、

五
穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛
を
祈
り
、
若

者
が
七
福
神
に
扮
し
て
家
々
を
回
る

福
招
き
の
行
事
で
、
３
０
０
年
以
上

も
前
か
ら
、
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
区
の
保
存
会
と
消
防

団
員
が
二
手
に
分
か
れ
、
60
戸
を
５

時
間
か
け
て
回
り
ま
し
た
。

　

七
福
神
は
、
顔
に
独
特
の
化
粧
を

し
、
宰
領
人
と
呼
ば
れ
る
案
内
人
を

先
頭
に
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
と
豆

を
ま
き
な
が
ら
家
の
中
に
入
り
、
祝

い
の
謡
い
を
披
露
し
た
後
、
酒
や
料

理
な
ど
の
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。

　
１
月
30
日
、
文
化
財
の
愛
護
と

保
護
、
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
訓

練
が
、
神
埼
町
二
丁
目
の
県
重
要
文

化
財
「
薬
師
如
来
像
収
蔵
庫
」
と

そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、「
薬
師
如
来
像
収
蔵
庫
」

付
近
か
ら
出
火
、
収
蔵
庫
に
延
焼
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
の
想
定
で
、
地
区

住
民
、
神
埼
消
防
署
、
市
消
防
団

中
部
隊
な
ど
が
参
加
。
発
炎
筒
に

点
火
し
煙
が
立
ち
昇
る
中
、
区
長
か

ら
消
防
署
へ
の
通
報
、
地
元
住
民
に

よ
る
消
火
栓
か
ら
の
初
期
消
火
、
そ

の
後
、
出
動
し
た
消
防
団
、
消
防

署
に
よ
る
消
火
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
初
め
て
千
代
田
中
学
校

の
生
徒
が
地
域
の
文
化
を
調
べ
る
た

め
取
材
に
訪
れ
、
熱
心
に
質
問
を
す

る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

神
埼
町
横
武
地
区
に
伝
わ
る
百

手
祭
が
、
１
月
23
日
に
乙
竜
神
社
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
年
間
の
無
病
息
災
、
五
穀
豊

穣
を
祈
願
す
る
行
事
で
、
神
事
後
、

地
区
の
人
た
ち
が
大
的
、
紙
的
、
菱

的
を
め
が
け
て
矢
を
放
ち
ま
し
た
。

　

大
的
に
当
た
る
と
「
良
い
こ
と
が

あ
る
」、
紙
的
に
当
た
る
と
「
家
族

の
運
が
良
い
」、菱
的
に
当
た
る
と
「
豊

作
に
な
る
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
例
年
に
な
く
菱
的
に
多

く
の
矢
が
当
た
り
、「
今
年
は
豊
作
の
よ

い
年
に
な
る
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

部門
４ｋｍ
男子
４ｋｍ
女子
１０ｋｍ
男子
１０ｋｍ
女子

福田　勇樹
（鳥栖工業高校）
鶴丸　知子

（小城市体協陸上部）
平　敏治

（戸上電機製作所）
土橋　りか
（２０１７）

堀　聡介
（鳥栖工業高校）
大島　由佳

（小城市体協陸上部）
久米　幸輝

（小城市体協）
酒見　範子

（がんばれチーム）

石橋　優哉
（鳥栖工業高校）
園田　千尋

（城南中学校）
藤　征光

（百武整形外科）
立石　恵里華

（九電工　佐賀支店）

１　位 ２　位 ３　位

お
つ
り
ゅ
う
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城
原
川
に
水
位
表
示
を
設
置

郷
土
の
歌
人
の
心
を
学
ぶ

「
よ
り
よ
い
生
き
方
や
社
会
の
あ
り
方
」を
発
表

「
よ
り
よ
い
生
き
方
や
社
会
の
あ
り
方
」を
発
表

「
よ
り
よ
い
生
き
方
や
社
会
の
あ
り
方
」を
発
表

　
２
月
12
日
、
第
５
回
神
埼
市
青

少
年
主
張
大
会
（
神
埼
市
青
少
年

育
成
市
民
会
議
主
催
、
神
埼
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
共
催
）
が
、
神
埼
市
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
主
張
大
会
に
は
、
市
内
の
各

小
学
校
の
５
、
６
年
生
、
各
中
学

校
の
１
、
２
年
生
、
神
埼
高
校
の
１
、

２
年
生
、
神
埼
清
明
高
校
の
１
、
２

年
生
、
西
九
州
大
学
生
、
新
成
人

か
ら
合
計
１
，
６
０
５
人
の
応
募
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
14
人
が
代
表
と
し

て
よ
り
よ
い
生
き
方
や
社
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

主
張
の
テ
ー
マ
は
、
家
庭
生
活
や

学
校
生
活
の
中
で
の
経
験
か
ら
学
び

得
た
こ
と
、
神
埼
市
の
よ
さ
と
将
来

像
、
環
境
問
題
、
将
来
の
夢
、
理

不
尽
な
い
じ
め
、
自
分
自
身
の
成
長
、

平
和
な
社
会
へ
、
な
ど
多
様
。
広
く

目
を
向
け
る
と
共
に
、
自
分
な
り
の

意
見
を
強
く
訴
え
、
前
向
き
に
取
り

組
む
決
意
を
表
し
た
も
の
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

約
４
０
０
人
の
観
客
を
前
に
自
分

の
意
見
を
堂
々
と
発
表
す
る
姿
に
惜

し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
発
表
者
は
、
下
記
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

　

子
ど
も
た
ち
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
水
素

を
使
っ
た
燃
料
電
池
の
仕
組
み
を
体

験
す
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
80
が
、

１
月
20
日
に
千
代
田
東
部
小
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
ガ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
を
行
っ
て
い
る
岩
谷
産
業
㈱
が
、

創
業
80
周
年
を
記
念
し
て
、
全
国

80
の
小
学
校
で
実
施
し
た
も
の
で
、

県
内
で
は
、
千
代
田
東
部
小
学
校

と
佐
賀
市
の
思
斉
小
学
校
の
２
校
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
５
年
生
31
人
が
地
球

温
暖
化
や
水
素
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
水
の
電
気
分
解
を
使
っ
た

水
素
燃
料
電
池
の
実
験
を
行
い
ま
し

た
。
電
気
分
解
後
の
水
だ
け
で
Ｌ
Ｅ

　

開
会
か
ら
閉
会
ま
で
神
埼
高
校
２

年
の
竹
下
澄
夏
さ
ん
が
司
会
を
務

め
、
放
送
部
員
ら
し
く
美
し
く
歯
切

れ
の
い
い
声
で
名
司
会
ぶ
り
を
発
揮

し
ま
し
た
。
ま
た
、
千
代
田
中
学
校

の
吹
奏
楽
部
が
特
別
出
演
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
験

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
験

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
験

顔
写
真
で
龍
馬
作
成

顔
写
真
で
龍
馬
作
成

顔
写
真
で
龍
馬
作
成

不
用
入
れ
歯
を
リ
サ
イ
ク
ル

不
用
な
眼
鏡
を
発
展
途
上
国
へ

－

第
５
回
青
少
年
主
張
大

第
５
回
青
少
年
主
張
大
会

－
－

第
５
回
青
少
年
主
張
大
会

－

主　　張　　題　　目 学　校　名 学年 氏　　名

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

６年

６年

６年

６年

６年

６年

６年

１年

２年

２年

１年

１年

２年

代表

八色 夏美　　

彌永 大樹

末吉 里絵

森﨑 香奈

船津 百加

高尾 芽衣

林  沙良

原口ちひろ

森田 夏代

石丸 力斗

本村  妃

馬場 瑞紀

濱田 貴博

永原 良治

私をかえてくれた能楽教室

ミニバスケットを通して学んだこと

平和の証

平和のバトンパス

未来の平和のために

わたしの願い

私の願い

私が住みたい神埼市

夢に向かって

「ありがとう」と言える日まで

信じるということ

世界に届けたいこと

自立

二十歳を迎えて

千代田中部小学校

千代田西部小学校

千代田東部小学校

脊振小学校　 

仁比山小学校 

神埼小学校   

西郷小学校   

千代田中学校 

脊振中学校 　

神埼中学校

神埼清明高校

神埼高校

西九州大学

新成人

Ｄ
が
点
灯
す
る
と
、
驚
き
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
に
60
台
し
か
な
い

水
素
燃
料
電
池
車
に
試
乗
し
て
、
未

来
の
自
動
車
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

脊
振
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
そ
よ
か
ぜ
荘
」
の
ロ
ビ
ー
に

坂
本
龍
馬
の
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
が
登

場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
は
、
２
メ
ー

ト
ル
四
方
の
用
紙
の
上
に
、
脊
振
町

の
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

76
人
の
顔
写
真
を
す
べ
て
使
い
、
利

用
者
と
施
設
の
職
員
が
共
同
で
制

作
。
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
脊
振
町

民
文
化
祭
で
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
分
の
間
、
そ
よ
か
ぜ
荘
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
近
く
に
来
ら
れ

た
際
は
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

☎
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まちの話題まちの話題

城
原
川
に
水
位
表
示
を
設
置

城
原
川
に
水
位
表
示
を
設
置

城
原
川
に
水
位
表
示
を
設
置

郷
土
の
歌
人
の
心
を
学
ぶ

郷
土
の
歌
人
の
心
を
学
ぶ

郷
土
の
歌
人
の
心
を
学
ぶ

　

校
歌
や
童
謡
な
ど
を
作
詞
し
た
脊

振
町
出
身
の
歌
人
・
服
巻
紫
浪
を

讃
え
、
生
誕
１
０
５
年
を
記
念
し
た

短
歌
の
集
い
が
、
１
月
17
日
に
脊
振

中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
脊
振
中
の
生
徒
な
ど

約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
短
歌
の
入

賞
作
品
が
披
露
さ
れ
た
後
、
全
員
で

紫
浪
が
作
詞
し
た
脊
振
小
、
中
学

校
の
校
歌
を
斉
唱
し
、
功
績
を
忍

び
ま
し
た
。

　

服
巻
紫
浪
は
、
神
埼
中
学
校
や

千
代
田
西
部
小
学
校
の
校
歌
な
ど

も
作
詞
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
入
れ
歯

リ
サ
イ
ク
ル
協
会
（
埼
玉
県
、
三
好

勇
夫
代
表
）
が
、
入
れ
歯
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
て
３
年
。
回
収
さ
れ

た
貴
金
属
は
、
重
量
で
は
１
，
８
０

８
グ
ラ
ム
、
金
額
に
し
て
２
３
０
，

９
８
３
円
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
一

部
は
、
ユ
ニ
セ
フ
や
神
埼
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

入
れ
歯
に
つ
い
て
い
る
金
属
の
バ
ネ

に
は
、
金
や
銀
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
な
ど

の
貴
金
属
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

入
れ
歯
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
、
次
の

２
ヵ
所
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
神
埼
市
役
所　

南
新
館

○
千
代
田
総
合
支
所　

入
口

　

昨
年
４
月
に
神
埼
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
が
市
役
所
に
設
置
し
た
眼
鏡
回

収
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
眼

鏡
69
個
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　

回
収
さ
れ
た
眼
鏡
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
で
洗
浄
、
調
整
後
、
発

展
途
上
国
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

眼
鏡
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
、
次
の
３
ヵ

所
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
神
埼
市
役
所　

南
新
館

○
千
代
田
総
合
支
所　

入
口

○
脊
振
総
合
支
所　

入
口

　

提
供
し
て
い
た
だ
く
も
の
は
、
眼

鏡
、
サ
ン
グ
ラ
ス
、
フ
レ
ー
ム
の
み
、

レ
ン
ズ
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
不
用

な
眼
鏡
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
規
模
な
水
害
か
ら
自
ら
の
命
、

家
族
、
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
発

表
さ
れ
る
防
災
情
報
を
正
し
く
理
解

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
の
危
険

度
レ
ベ
ル
を
示
し
た
水
位
表
示
を
城

原
川
協
和
橋
の
支
柱
に
設
置
し
ま
し

た
。
ま
た
、
城
原
川
西
側
堤
防
上
に

は
、
水
位
表
示
の
説
明
板
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

　

筑
後
川
河
川
事
務
所

　

☎
０
９
４
２

－

３
３

－

９
１
３
１

「
よ
り
よ
い
生
き
方
や
社
会
の
あ
り
方
」を
発
表

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
験

顔
写
真
で
龍
馬
作
成

不
用
入
れ
歯
を
リ
サ
イ
ク
ル

不
用
入
れ
歯
を
リ
サ
イ
ク
ル

不
用
入
れ
歯
を
リ
サ
イ
ク
ル

不
用
な
眼
鏡
を
発
展
途
上
国
へ

不
用
な
眼
鏡
を
発
展
途
上
国
へ

不
用
な
眼
鏡
を
発
展
途
上
国
へ

－

第
５
回
青
少
年
主
張
大
会

－

★不用入れ歯を回収ボックス
に寄付する方法

①汚れを落とし、熱い湯か
入れ歯洗浄剤（除菌タイ
プ）で消毒してください。
②備え付けのビニール袋に
入れて回収ボックスに入
れてください。

学校支援ボランティア学校支援ボランティア学校支援ボランティア ～地域の力で学校支援を！～ ～学校地域夢つなぎ応援団
   キャラクター「ユメリン」～

活　動　紹　介
【２学期】•学校図書館の蔵書点検

•体育大会の用具係の補助
•スケッチ大会の安全見守り
•登山の引率補助
•花壇の整地と花植え
•自習監督
•掲示物の浄書
•家庭科ゲストティーチャー

【３学期】•算数科における補充指導の補助
•自習監督
•学校図書館の図書ラベル貼り

ボランティアの皆さんに、いろいろなご支援をしていただき、 
子ども達も大変喜んでいます。ありがとうございました。 
これからもご協力をお願いします。 

◎問い合わせ先　学校地域連携コーディネーター(神埼市教育委員会　学校教育課内）　☎44－2384

☎

し　
ろ
う


